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今
定
例
会
最
終
日
に
、「
ア
ス
ベ

ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健
康
被
害
に

対
す
る
救
済
と
総
合
的
な
対
策
を
求

め
る
意
見
書
」
な
ど
の
２
議
案
の
意

見
書
を
上
程
し
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意
見
書
は
、

内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
関
係
機
関

に
送
付
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
書
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

�
　

オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
は
、
松
本
サ

リ
ン
事
件
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を

は
じ
め
、
無
差
別
大
量
殺
人
を
行
う

な
ど
凶
悪
な
犯
罪
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
ア
ー
レ
フ
に
名
称
を
改
め
た
現

在
で
も
、
全
国
各
地
で
活
動
を
活
発

化
し
て
お
り
ま
す
。

　

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
ー
レ
フ
）
は
、

信
者
約
１
６
５
０
人
を
有
し
、
そ
の

勢
力
の
拡
大
に
向
け
た
勧
誘
活
動
が

活
発
化
の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め

組
織
の
透
明
性
、
安
全
性
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
方
で
、
指
導
体

制
を
固
め
な
が
ら
、
麻
原
彰
晃
こ
と

松
本
智
津
夫
の
教
義
に
沿
っ
た
布
教

活
動
や
資
金
獲
得
活
動
を
展
開
し
て

オ
ウ
ム
真
理
教
教
団（
ア

ー
レ
フ
）
に
対
す
る
「
無

差
別
大
量
殺
人
行
為
を

行
っ
た
団
体
の
規
制
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ

く「
観
察
処
分
」の
期
間

更
新
を
求
め
る
意
見
書

お
り
、
麻
原
彰
晃
を
絶
対
視
す
る
教

団
の
体
質
や
閉
鎖
的
か
つ 
欺  
瞞  
的 
体

ぎ 
ま
ん 
て
き

質
に
変
化
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

現
在
の
「
観
察
処
分
」
は
、
平
成

　

年
２
月
に
始
ま
り
、
３
年
経
過
し

１２て
平
成　

年
２
月
に
更
新
さ
れ
ま
し

１５

た
が
、
そ
の
期
間
更
新
も
平
成　

年
１８

１
月
末
に
満
了
い
た
し
ま
す
。「
観

察
処
分
」
が
再
度
更
新
さ
れ
ま
せ
ん

と
、
教
団
は
「
国
か
ら
安
全
な
団
体

と
認
知
さ
れ
た
」
と
し
て
、
布
教
活

動
な
ど
、
宗
教
活
動
を
装
っ
た
教
団

の
活
動
が
さ
ら
に
積
極
的
に
展
開
す

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
八
潮
市
で
は
、
オ

ウ
ム
真
理
教
（
ア
ー
レ
フ
）
に
対
す

る
抗
議
行
動
な
ど
、
懸
命
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住

民
の
生
活
の
不
安
感
、
恐
怖
感
が
払

拭
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
も
な
お
オ

ウ
ム
真
理
教
（
ア
ー
レ
フ
）
は
、
無

差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体

の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
５
条
に
規

定
す
る
観
察
処
分
要
件
に
該
当
す
る

と
考
え
ま
す
。

　

八
潮
市
民
は
、
安
全
で
安
心
な
市

民
生
活
や
平
穏
な
ま
ち
づ
く
り
を
構

築
す
る
た
め
に
も
、「
観
察
処
分
」

の
期
間
更
新
が
必
要
で
あ
り
、「
観

察
処
分
」
の
再
度
の
期
間
更
新
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成　

年
８
月　

日

１７

１２

　
　
　
　
　

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

法
務
大
臣　

公
安

調
査
庁
長
官　

公
安
審
査
委
員
会
委

員
長

�
　

作
業
現
場
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛

散
防
止
を
盛
り
込
ん
だ
「
特
定
化
学

物
質
等
障
害
予
防
規
則
（
特
化
則
）」

が
施
行
さ
れ
た
１
９
７
２
年
、
旧
労

働
省
が
職
員
や
業
者
向
け
に
出
版
し

た
特
化
則
の
解
説
書
の
中
で
「
大
気

中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
を
放
出
す
る
と
、

労
働
者
へ
の
中
毒
や
障
害
の
み
な
ら

ず
、公
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
」

と
明
確
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
代
替
品
の
開
発
の
遅
れ
や

国
の
対
応
の
遅
れ
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
深
刻

さ
が
日
を
追
っ
て
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
て
、
職
場
で
接
触
し
て
い
た
人

の
死
亡
者
数
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、

家
族
や
工
場
周
辺
の
住
民
の
発
病
例

も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ク
ボ
タ
の
旧
工

場
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
の
周
辺
住
民

約　

人
の
中
皮
腫
に
よ
る
死
者
が
出

３０
て
い
た
の
で
は
と
い
う
衝
撃
的
な
情

報
も
寄
せ
ら
れ
、
公
害
型
の
被
害
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

八
潮
市
内
に
お
い
て
も
、
昭
和　
６３

年
３
月
頃
に
大
型
倉
庫
に
多
量
の
ア

ス
ベ
ス
ト
が
保
管
さ
れ
、
常
時
、
搬

入
・
搬
出
さ
れ
、
大
型
車
両
に
よ
る

路
上
や
駐
車
場
で
の
荷
積
み
作
業
が

行
わ
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
梱
包
が
破

れ
た
た
め
に
、
多
量
の
ア
ス
ベ
ス
ト

が
風
下
に
あ
る
住
宅
地
域
に
飛
散
し

て
い
た
事
実
が
発
覚
し
ま
し
た
。
当

時
、
保
管
倉
庫
の
運
輸
業
者
と
関
係

住
民
及
び
埼
玉
県
東
部
環
境
事
務
所

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）

に
よ
る
健
康
被
害
に
対

す
る
救
済
と
総
合
的
な

対
策
を
求
め
る
意
見
書

と
八
潮
市
民
生
経
済
部
環
境
保
全
課

が
同
席
の
も
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
へ
の

対
応
策
を
数
度
に
わ
た
り
業
者
に
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　

事
業
主
は
、
一
旦
ア
ス
ベ
ス
ト
保

管
倉
庫
を
移
転
す
る
計
画
（
１
年
後

位
に
）
を
、
関
係
住
民
へ
提
示
し
た

も
の
の
、事
業
主
は
約
束
を
守
ら
ず
、

以
後
、
県
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
測

定
を
は
じ
め
、
年
に
数
回
の
巡
回
指

導
に
よ
る
改
善
勧
告
や
移
転
指
導
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
方
的

に
約
束
を
守
ら
ず
、
平
成
６
年
６
月

頃
に
突
然
移
転
し
、
移
転
先
不
明
の

状
態
で
す
。

　

現
在
、
関
係
住
民
の
間
に
、
過
去

に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
健
康
不
安
が
つ
の
っ
て

い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て

次
の
項
目
の
早
急
な
対
応
策
を
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
っ
て
い
た
工

場
や
倉
庫
な
ど
の
周
辺
住
民
に
対

す
る
定
期
的
な
健
康
診
断
を
実
施

す
る
こ
と
。

２　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
係
者
へ
の
健
康

障
害
の
予
防
、
治
療
や
労
災
認
定

・
保
険
給
付
の
迅
速
化
を
は
か
る

こ
と
。

３　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
扱
っ
て
い
た
工

場
・
保
管
倉
庫
等
の
周
辺
住
民
の

健
康
被
害
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

と
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
。

４　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
公
共

施
設
や
民
間
施
設
へ
の
除
去
費
用

の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

５　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し
た
と
思

わ
れ
る
施
設
の
実
態
調
査
の
実
施

及
び
情
報
開
示
を
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成　

年
８
月　

日

１７

１２

　
　
　
　
　

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大

臣　

厚
生
労
働
大
臣　

文
部
科
学
大

臣　

経
済
産
業
大
臣　

国
土
交
通
大

臣　

環
境
大
臣

■
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
要
望
に
つ

い
て

　

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
八
潮
支

部　

支
部
長　

本
間
勤
也

�
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８
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

次
の
５
議
案
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

①　

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
八

６４

１６

潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
…
事
業
系
ご
み
処
理
手

数
料
が
減
収
傾
向
に
あ
る
原
因
な
ど

②　

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
八

７６

１７

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

…
語
学
指
導
助
手
の
民
間
委
託
な
ど

③　

議
案
第　

号　

平
成　

年
度
稲

８０

１７

荷
伊
草
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
…
設

計
業
務
委
託
の
内
容
な
ど

④　

議
案
第　

号　

八
潮
市
公
の
施

８６

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
指
定
管

理
者
の
候
補
の
選
定
な
ど

⑤　

議
案
第　

号　

八
潮
市
老
人
福

８８

祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

…
学
童
保
育
所
条
例
第
２
条
の
定
員

欄
削
除
の
理
由
な
ど

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
の
最
終

１７

日
に
議
員
提
出
議
案
「
八
潮
市
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
を
追
加
議
案
と
し
て
上
程
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

１７

て
、
議
員
定
数
を　

人
か
ら　

人
に

２６

２４

削
減
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回

の
条
例
の
一
部
改
正
は
、
各
常
任
委

員
会
の
構
成
人
数
が
８
人
ず
つ
に
変

更
と
な
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第　

号　

八
潮
市
名
誉
市
民

９５

の
選
定
に
つ
い
て

　

名
誉
市
民
と
し
て
、
藤
波
彰
氏

（
ふ
じ
な
み　

あ
き
ら
、
大
字
南
後

谷
７
６
３
番
地
）
の
選
定
に
同
意
し

ま
し
た
。

■
議
案
第　

号　

八
潮
市
教
育
委
員

９６

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
秋
山

孝
一
氏
（
あ
き
や
ま　

こ
う
い
ち
、

中
央
二
丁
目　

番
地
１
）
の
任
命
に

１２

同
意
し
ま
し
た
。

■
推
薦
第
１
号　

八
潮
市
農
業
委
員

会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

平
成　

年
８
月　

日
付
け
で
、
農

１７

２３

業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な

る
た
め
、
次
の
４
人
の
方
々
の
推
薦

を
決
定
し
ま
し
た
。

●
大
山
喜
一
氏
（
お
お
や
ま　

き
い

ち
、
八
潮
四
丁
目　

番
地
８
）

２５

●
渋
谷
義
政
氏
（
し
ぶ
や　

よ
し
ま

さ
、
緑
町
四
丁
目　

番
地
１
）

１６

●
大
山
清
一
氏
（
お
お
や
ま　

せ
い

い
ち
、大
字
南
川
崎
３
３
７
番
地
１
）

●
小
倉
日
出
男
氏
（
お
ぐ
ら　

ひ
で

お
、
大
字
木
曽
根
４
６
４
番
地
２
）

●委
 

●員
 

●会
 

●構
 

●成
 

●意
 

●見
 

●書
 

●要
 

●望
 

●書
 

●質
 
　

●疑
 

●議
 
　

●案
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